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名
前
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
交
通
と
通
信
の
発
達
に
よ
っ
て
資
本

が
国
民
国
家
を
こ
え
て
流
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
際
的
な
労
働
分
業
が
お

こ
な
わ
れ
は
じ
め
た
。
人
々
は
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し
て
移
動
し
、
多
国
籍

企
業
は
世
界
各
国
に
生
産
地
を
設
立
し
、
現
地
に
お
い
て
低
賃
金
で
労
働

者
た
ち
を
雇
用
す
る
。
も
ち
ろ
ん
一
九
世
紀
と
二
〇
世
紀
初
頭
の
資
本
主

義
に
お
い
て
も
、
帝
国
主
義
の
形
態
を
お
び
て
国
際
的
な
資
本
の
流
れ
と

労
働
分
業
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
交
通
と
通
信
の
発
達
が
加
わ
っ
て
自
由

貿
易
と
金
融
資
本
の
拡
大
が
よ
り
大
規
模
で
頻
繁
に
起
き
て
い
る
こ
と
が

特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
、
女
性
は
ケ
ア
労
働
や

国
際
結
婚
の
た
め
に
移
住
を
し
、
再
生
産
領
域
を
担
わ
さ
れ
る
、
移
動
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
も
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
コ
ミ

1
　
は
じ
め
に

　

多
文
化
主
義
は
、
基
本
的
に
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
国
民
国

家
内
に
統
合
し
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
の
緊
張
を
緩
和
す
る
た
め
に
考
案
さ

れ
た
政
治
理
論
上
の
概
念
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り

人
々
の
移
動
が
よ
り
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
多
文
化
主

義
は
特
別
な
意
味
を
持
つ
。
も
ち
ろ
ん
、
人
々
の
移
動
は
過
去
に
も
あ
っ

た
し
、
現
在
は
人
々
の
移
動
が
よ
り
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
に
「
グ
ロ

ー
バ
ル
化
」
と
い
う
名
前
が
付
与
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
単
に
人
々
の
移
動
が
大
規
模
で
頻
繁
に
起
き
て
い

る
こ
と
を
指
す
だ
け
で
な
く
、
人
々
を
移
動
さ
せ
る
特
徴
的
構
造
を
指
す

論
説多

文
化
主
義
と
共
通
世
界

ユ
・
ラ
ジ
ュ
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踏
ま
え
た
上
で
、
多
文
化
主
義
と
異
な
る
理
論
的
想
像
を
す
る
こ
と
で
あ

る
。
以
下
で
は
、
多
文
化
主
義
が
前
提
に
す
る
個
人
と
共
同
体
と
の
関
係

と
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
上
、
対

抗
的
な
公
共
圏
に
つ
い
て
論
じ
る
。

2
　
多
文
化
主
義
が
生
ま
れ
た
背
景

2-

1
　
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム

　

多
文
化
主
義
は
、
具
体
的
に
は
北
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
少
数
民
族
が
自

ら
の
文
化
的
固
有
性
を
主
張
し
、
政
治
的
要
求
を
し
た
時
に
そ
の
議
論
が

は
じ
ま
っ
た
。
特
に
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
系
住
民
、
カ
ナ
ダ
の
フ
ラ
ン

ス
語
系
住
民
の
文
化
共
同
体
を
承
認
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
概
念
で
あ

る
（
関2001

:121

）。
多
文
化
主
義
は
個
人
の
文
化
共
同
体
へ
の
帰
属
を

強
調
す
る
。
こ
こ
で
文
化
共
同
体
は
主
に
人
種
と
民
族
を
指
す
。
個
人
は

自
己
が
帰
属
す
る
文
化
共
同
体
の
伝
統
を
継
承
し
、
言
語
を
習
得
す
る
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
個
人
と
文
化
共
同
体
と
の
相
互
作
用
を
通
し
て
構

築
さ
れ
る
た
め
、
少
数
民
族
・
人
種
集
団
を
承
認
（recognition

）
す
る

こ
と
が
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
が
多
文
化
主
義
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
多
文
化
主
義
は
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
関
連
性
が
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
に
英
米
の
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
と
と
も
に
、
資
本
と
人
々
が
国
民
国
家
の
境
界

を
こ
え
て
移
動
す
る
現
象
を
総
体
的
に
指
す
。

　

一
方
、
多
文
化
主
義
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
移
動
す
る
人
々
を
統

合
の
対
象
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
先
住
民
や
旧
植
民
地
か
ら
移
動
し
た

人
々
、
奴
隷
貿
易
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
た
人
々
も
統
合
の
対
象
に
す
る
。

つ
ま
り
、
多
文
化
主
義
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
る
で
新
し
い
現
象
で
あ
る

か
の
よ
う
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
で
な
く
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
と
と
も
に
よ
り
可
視
化
さ
れ
た
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

と
の
共
存
を
は
か
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
多
文
化
主
義
は
、

人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
、
価
値
観
や
行

動
様
式
と
い
っ
た
文
化
が
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
差
異
が
あ
る
こ
と
を
マ
ジ

ョ
リ
テ
ィ
側
が
承
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
多
文
化
主

義
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
立
場
か
ら
出
た
と
い
う
根
源
的
限
界
が
あ
る
（
ハ

タ
ノ2006

:55︲56

）。
た
し
か
に
多
文
化
主
義
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
想
像

し
た
共
存
の
像
で
あ
る
。
な
る
べ
く
緊
張
を
和
ら
げ
、
調
和
を
維
持
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
世
界
の
壁
が
だ
ん
だ
ん
高
く
な

り
つ
つ
あ
る
現
在
、
移
住
要
件
（
言
語
・
預
金
額
を
含
む
滞
在
資
格
審

査
・
入
国
／
在
留
管
理
・
テ
ロ
危
険
性
）
で
選
別
さ
れ
た
人
々
の
み
を
多

文
化
主
義
で
包
摂
す
る
仕
組
み
は
、
植
民
地
主
義
の
継
続
の
よ
う
に
も
見

え
る（

1
）。

　

本
稿
の
目
的
は
、
多
文
化
主
義
が
生
ま
れ
た
理
論
的
・
歴
史
的
背
景
を
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は
大
き
く
功
利
主
義
、
自
由
主
義
、
徳
で
理
解
さ
れ
て
き
た
。
功
利
主
義

は
、
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
の
表
現
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
経
済
的
に
豊

か
な
生
を
正
義
と
み
な
す
。
自
由
主
義
は
、
個
人
が
自
由
な
選
択
を
し
、

権
利
を
行
使
で
き
る
か
ど
う
か
を
正
義
の
尺
度
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
正

義
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
経
済
活
動
の
自
由
、
宗
教
の
自
由
、
表
現
の

自
由
と
い
っ
た
自
由
が
み
な
に
公
平
に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
あ

き
ら
か
な
社
会
的
・
経
済
的
不
公
平
が
生
じ
た
場
合
、
み
な
の
権
利
の
た

め
に
そ
れ
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
、
徳
で
正
義
を
理
解

す
る
方
式
は
、
よ
き
生
と
「
共
通
善
」（com

m
on good

）
を
追
求
す
る

こ
と
を
正
義
と
み
な
す
。
サ
ン
デ
ル
は
、
こ
の
方
式
に
も
と
づ
い
て
、
何

が
よ
き
生
で
あ
り
、
何
が
共
通
善
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
の
に
道
徳
と
価

値
が
含
ま
れ
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
価
値
と
道
徳
は
共
同
体
の
影
響
を
受

け
、
人
は
自
己
を
共
同
体
の
物
語
の
な
か
に
位
置
付
け
、
叙
事
的
存
在
と

し
て
認
識
す
る
。
そ
れ
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
個

人
は
あ
る
国
家
の
「
国
民
」
で
あ
り
、
あ
る
地
域
の
住
民
で
あ
り
、
誰
か

の
娘
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
こ
う
し
た
共
同
体
に
お
け

る
役
割
を
通
し
て
「
私
は
誰
だ
」
と
自
己
の
物
語
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
み
な
し
、
そ
の
物
語
は
原
子
論
的
個
人
の
も
の

で
な
く
、
共
同
体
の
歴
史
と
文
化
と
切
り
は
な
せ
な
い
と
い
う
。
そ
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
共
同
体
の
固
有
性
を
承
認
す
る
と
い
う
結
論
に
い

た
る
。
こ
れ
は
一
見
、
文
化
相
対
主
義
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
が
、
サ
ン

ル
ズ
が
い
う
「
自
我
」（self

）
に
対
し
て
問
題
を
提
起
し
た
。
ロ
ー
ル

ズ
は
「
無
知
の
ベ
ー
ル
」
と
い
う
原
初
状
態
で
自
身
の
社
会
的
地
位
、
階

級
、
財
産
と
い
っ
た
特
性
を
知
ら
な
い
原
子
論
的
個
人
を
前
提
し
た
。
こ

の
仮
説
的
な
原
初
状
態
で
個
々
人
が
合
意
す
る
原
理
が
正
義
で
あ
る
と
定

義
し
た
。
み
な
が
原
初
的
に
対
等
な
位
置
に
い
る
な
ら
ば
、
特
定
の
利
害

関
係
や
、
主
観
的
見
解
に
よ
っ
て
社
会
の
原
理
が
導
か
れ
な
い
と
想
定
し

た
の
で
あ
る
（
ロ
ー
ル
ズ2010

:184︲192

）。
こ
れ
は
、
公
と
私
を
区
分

す
る
こ
と
で
あ
り
、
宗
教
的
信
念
や
感
情
に
よ
ら
な
い
中
立
的
な
個
人
を

理
想
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
こ
う
し
た
「
負
荷
な
き
自
我
」

（unencum
bered self

）
に
問
題
提
起
を
し
、
個
人
は
特
定
の
文
化
共
同

体
に
属
し
て
お
り
、
共
同
体
の
価
値
観
、
行
動
様
式
に
根
ざ
し
た
「
負
荷

あ
る
自
己
」（encum

bered self

）
で
あ
る
と
い
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア

ニ
ズ
ム
は
過
度
な
個
人
の
自
律
と
国
家
中
立
性
を
批
判
し
、
文
化
共
同
体

は
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
。
な
ぜ

な
ら
、
文
化
共
同
体
は
個
人
に
「
よ
き
生
」
の
た
め
の
基
準
を
提
供
す
る

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中
立
的
で
原
子
論
的
個
人
は
あ
り
え
ず
、
自

由
主
義
は
文
化
共
同
体
間
の
差
異
と
個
人
の
文
化
的
特
性
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
は
、
正
義
に
関
連
付
け
て
共
同
体
を
論
じ
る

（
サ
ン
デ
ル2010

）。
サ
ン
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
西
欧
思
想
に
お
い
て
正
義
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さ
ら
に
は
し
ば
し
ば
歪
め
ら
れ
た

0

0

0

0

0

承
認
（m

isrecognition

）
に
よ
っ

て
形
作
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
個
人
や
集
団
は
、
も
し
彼
ら
を
と
り
ま

く
人
々
や
社
会
が
、
彼
ら
に
対
し
、
彼
ら
に
つ
い
て
の
不
十
分
な
、
あ

る
い
は
不
名
誉
な
、
あ
る
い
は
卑
し
む
べ
き
像
を
投
影
す
る
な
ら
ば
、

現
実
に
被
害
や
歪
曲
を
被
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（「
承
認
を
め
ぐ
る

政
治
」『
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、

37︲38

）。

現
代
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
ば
か
り
で
な
く
、
人
種
関
係
、
多
文
化
主
義
の

理
論
は
、
承
認
の
拒
否
が
抑
圧
の
一
形
態
と
な
り
う
る
と
い
う
前
提
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
（
同
前
、52 

）。

　

テ
イ
ラ
ー
に
と
っ
て
個
人
と
は
、
言
語
を
用
い
て
相
手
と
相
互
作
用
す

る
こ
と
で
、
自
己
の
叙
事
、
つ
ま
り
共
同
体
に
お
け
る
役
割
を
通
し
て
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
す
る
。「
私
が
他
者
と
、
一
部
に
は
公
然
と
し

た
対
話
を
通
し
て
、
一
部
に
は
内
面
の
対
話
を
通
し
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
取
り
決
め
る
〔
…
…
〕
私
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
私
と

他
者
と
の
対
話
的
関
係
に
決
定
的
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
」（
同
前
、

50 

）。
こ
の
よ
う
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
文
化
共
同
体
と
の
相
互
作
用

を
通
し
て
構
築
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
テ
イ
ラ
ー
は
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ

ク
州
の
文
化
的
固
有
性
と
政
策
を
支
持
す
る（

2
）。
カ
ナ
ダ
の
事
例
が
示
す

デ
ル
が
主
張
す
る
正
義
と
は
、
経
済
的
豊
か
さ
や
、
個
人
の
自
律
の
み
で

は
実
現
し
が
た
く
、
よ
き
生
と
共
通
善
の
追
求
で
実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、

よ
き
生
と
共
通
善
に
関
す
る
価
値
を
構
築
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ロ
ー
ル
ズ
は
正
義
を
、
基
本
財
を
公
平
に
分
配
す
る
原
理
で

あ
る
と
述
べ
な
が
ら
人
格
的
側
面
に
も
言
及
す
る
。
こ
こ
で
基
本
財
と
は

よ
き
生
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
自
由
、
機
会
、
所
得
、
富
、
自
尊
が
含

ま
れ
る
（Raw

ls 1993
:178︲187

）。
つ
ま
り
、
物
質
的
側
面
だ
け
で
な

く
、「
自
尊
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
側
面
を
含
め
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
ロ
ー
ル
ズ
の
自
由
主
義
は
同
様
に
よ
き
生
に
何

が
必
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
自
由
主
義
は
物
質
的
配
分
の

側
面
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
側
面
を
強

調
す
る
だ
け
で
、
両
者
は
対
立
関
係
よ
り
は
相
互
補
完
関
係
に
あ
る
と
考

え
る
。

　

一
方
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
も
帰
属
感
を
重
視
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
タ

リ
ア
ニ
ズ
ム
の
上
で
社
会
的
人
間
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
述
べ
、

多
文
化
主
義
は
そ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、
あ
る
人
々
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
理

解
、
す
な
わ
ち
彼
ら
が
人
間
と
し
て
持
つ
根
本
的
な
明
示
的
諸
性
格
に

つ
い
て
の
理
解
と
い
っ
た
も
の
意
味
す
る
。〔
…
…
〕
我
々
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
一
部
に
は
、
他
人
に
よ
る
承
認
、
あ
る
い
は
そ
の
不
在
、
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身
分
社
会
を
考
え
る
な
ら
、
む
し
ろ
ロ
ー
カ
ル
な
次
元
で
身
分
的
拘
束
が

強
い
場
合
が
あ
り
う
る
。
ま
た
、
個
人
の
共
同
体
へ
の
所
属
意
識
を
自
然

化
し
て
し
ま
う
な
ら
、
そ
れ
は
排
他
的
「
愛
国
心
」
と
植
民
地
主
義
に
な

り
や
す
い
。
共
同
体
へ
の
所
属
意
識
は
内
部
に
の
み
向
か
う
の
で
な
く
、

連
帯
意
識
と
し
て
他
の
共
同
体
に
拡
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
他
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
共
同
体
は
マ
ル
ク
ス
主

義
に
お
け
る
共
同
体
と
性
格
が
異
な
る
。
両
方
と
も
共
同
体
を
強
調
す
る

が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
共
同
体
を
未
来
に
創
造
す
る
も
の
と
し
、
現
在
の

さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
的
共
同
体
を
よ
り
大
き
な
連
帯
の
た
め
に
除
去
す
べ
き

も
の
と
み
な
す
。
他
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
現
在
の
さ
ま
ざ
ま

な
共
同
体
の
存
在
を
認
め
、
共
同
体
を
維
持
し
、
奨
励
し
よ
う
と
す
る

（Schaber and A
nw

ander 2002
:3

）。
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は

階
級
と
物
質
的
条
件
に
ふ
れ
ず
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
関
係
性
に
注
目

す
る
。
し
か
し
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
生

ま
れ
つ
き
の
も
の
で
な
く
、
文
化
共
同
体
と
対
話
的
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で

構
築
さ
れ
る
こ
と
を
理
論
化
し
た
意
義
が
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
な
か
で
人
種
・
民
族
共
同
体
が
雑
居
し
、
相
互
接
触
が
増
え
る

現
象
を
と
ら
え
る
上
で
示
唆
す
る
点
が
あ
る
。

よ
う
に
多
文
化
主
義
の
政
治
的
目
標
は
、
少
数
民
族
・
人
種
集
団
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
承
認
し
、
国
民
国
家
内
で
統
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
テ

イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
近
代
の
は
じ
ま
り
と
と
も
に

生
じ
た
。
前
近
代
で
は
名
誉
が
不
平
等
と
優
越
性
の
象
徴
で
あ
っ
た
が
、

近
代
に
な
る
と
尊
厳
が
名
誉
に
代
わ
り
平
等
と
個
人
性
の
観
念
と
し
て
生

じ
る
よ
う
に
な
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
私
は
誰
で
あ
り
、
私
自
身

の
独
自
性
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
新
し
い
個
人
の
内
面
性
で
あ
る
。
重

要
な
の
は
、
テ
イ
ラ
ー
が
こ
の
個
人
性
、
内
面
性
が
個
人
の
修
養
で
形
成

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
形
成
さ
れ
る
と
見
る
点

で
あ
る
。
近
代
の
「
孤
独
な
個
人
」
と
い
う
表
象
さ
え
他
者
と
の
接
触
を

通
し
て
成
立
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
サ
ン
デ
ル
と
テ
イ
ラ
ー
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン

た
ち
は
、
個
人
の
文
化
共
同
体
へ
の
帰
属
を
重
視
し
た
。
こ
こ
で
個
人
の

文
化
共
同
体
へ
の
依
存
を
あ
ま
り
に
も
強
固
に
見
て
い
る
と
い
う
批
判
が

あ
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
エ
イ
ミ
ー
・
ガ
ッ
ト
マ
ン
は
、
現
代
コ
ミ
ュ

ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
が
「
ロ
ー
カ
ル
な
多
数
派
に
よ
る
攻
撃
的
な
行
為
を
、

か
れ
ら
の
共
同
体
を
「
支
え
る
生
活
様
式
と
価
値
」
の
維
持
の
名
に
お
い

て
擁
護
」（
中
野2007

:143

）
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
重
要

な
の
は
ロ
ー
カ
ル
か
グ
ロ
ー
バ
ル
か
、
共
同
体
の
内
か
外
で
は
な
く
、
多

数
派
と
少
数
派
の
関
係
の
あ
り
方
で
あ
り
、
多
数
派
と
少
数
派
が
互
い
に

競
合
す
る
可
能
性
が
ど
の
よ
う
な
次
元
で
あ
れ
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
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キ
ン
は
そ
の
他
、
非
自
由
主
義
と
非
キ
リ
ス
ト
教
の
文
化
圏
は
、
男
性
が

共
同
体
の
信
念
、
実
践
、
利
害
関
係
を
決
め
る
支
配
的
位
置
に
い
る
と
主

張
す
る
。
た
と
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
や
中
東
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ

ア
と
い
っ
た
文
化
圏
で
は
、
一
夫
多
妻
制
、
ク
リ
ト
リ
ス
切
除
、
幼
女
の

結
婚
、
強
制
結
婚
と
い
っ
た
家
父
長
的
慣
習
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
オ
ー
キ
ン
は
西
欧
で
も
性
差
別
的
な
慣
習
が
あ

る
と
い
う
。
女
性
ら
し
さ
を
強
要
し
、
補
償
な
い
家
事
労
働
を
要
求
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
女
性
た
ち
は
性
暴
力
を
受
け
、
男
性
よ
り
貧
困
で

あ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
自
由
主
義
文
化
圏
で
は
、
法
的
に
同
等
な
自

由
と
機
会
が
保
障
さ
れ
る
。
ま
た
、
娘
た
ち
は
、
男
性
よ
り
劣
っ
て
い
な

い
と
家
で
教
育
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
が
、
西
欧
の
自
由
主
義
文
化
圏
と
、

そ
う
で
な
い
文
化
圏
と
の
相
違
点
で
あ
る
と
オ
ー
キ
ン
は
主
張
す
る
。

　

し
か
し
こ
れ
は
帝
国
主
義
的
観
点
で
あ
り
、
女
性
を
共
同
体
か
ら
外
し

て
物
神
的
で
抽
象
的
範
疇
と
み
な
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム

に
よ
り
考
え
る
な
ら
、
従
属
的
集
団
で
あ
れ
、
女
性
も
共
同
体
と
密
接
で

対
話
的
な
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
ま
た
、
共
同
体
内
の
女
性
た
ち
は
家
父

長
的
慣
習
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題
点
を
誰
よ
り
も
詳
し
く
知
っ
て
い
る

し
、
そ
れ
を
解
放
的
意
味
で
再
実
践
す
る
人
々
も
女
性
た
ち
で
あ
る
。
女

性
た
ち
が
ひ
た
す
ら
家
父
長
制
の
無
力
な
犠
牲
者
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
こ
そ
、
文
化
圏
が
異
な
る
女
性
た
ち
の
間
の
差
異
を
看
過
す

る
こ
と
で
あ
り
、
女
性
と
そ
の
共
同
体
を
同
一
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
オ

2-
2
　
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

2-

2-
1
　
多
文
化
主
義
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
論
争

　

コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
個
人
と
共
同
体
と
の
構
成
的
関
係
が
個
人

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、
自
律
的
個
人
を
、
社

会
的
個
人
と
み
な
す
。
多
文
化
主
義
は
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に

よ
っ
て
妥
当
性
が
導
か
れ
る
。
し
か
し
、
共
同
体
と
構
成
員
と
の
関
係
が

文
化
内
部
に
お
け
る
人
の
位
置
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
問
題
が
、
一
九

九
〇
年
代
に
自
由
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
か
ら
提
起
さ
れ
た
。
多
文
化
主
義

の
い
う
文
化
と
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
主
に
少
数
民
族
・
人
種
集
団
で
あ

る
。
西
欧
で
は
特
に
非
自
由
主
義
と
非
キ
リ
ス
ト
教
の
文
化
圏
が
そ
の
対

象
に
な
る
。

　

ス
ー
ザ
ン
・
オ
ー
キ
ン
は
、
そ
う
し
た
文
化
圏
の
家
父
長
的
慣
習
、
制

度
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
女
性
に
と
っ
て
抑
圧
的
で
あ
る
と
し
、
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
と
多
文
化
主
義
は
相
い
れ
な
い
と
述
べ
る
（O

kin 1999
:12︲17

）。

オ
ー
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
多
文
化
主
義
に
も
と
づ
い
て
共
同
体
の
集
団
的
権

利
を
擁
護
す
る
こ
と
は
次
の
二
点
で
適
切
で
な
い
。
第
一
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
共
同
体
を
同
質
的
に
扱
い
、
共
同
体
の
な
か
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
よ

う
な
差
異
よ
り
は
、
共
同
体
の
間
の
差
異
に
重
点
を
置
く
。
第
二
に
、
私

的
領
域
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。
多
文
化
主
義
は
共
同
体
か
ら
自
己
尊

重
の
感
覚
を
学
ぶ
と
す
る
が
、
そ
れ
は
家
族
の
よ
う
な
私
的
領
域
で
お
こ

な
わ
れ
る
。
ま
た
家
族
を
通
し
て
家
父
長
的
文
化
が
継
承
さ
れ
る
。
オ
ー
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要
な
問
題
」（
岡2000
:53

）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、

家
父
長
制
と
性
差
別
が
貧
困
と
非
識
字
よ
り
二
次
的
な
問
題
と
は
考
え
な

い
。
た
だ
、
性
差
別
、
貧
困
、
非
識
字
と
っ
た
問
題
は
互
い
に
絡
ん
で
お

り
、
第
三
世
界
で
あ
る
な
ら
、
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
る
と
考
え
る
。
ど
の

よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
問
題
が
互
い
に
絡
む
か
に
注
目
せ
ず
、
一
つ
の
問

題
を
絶
対
化
す
る
こ
と
は
、
そ
の
文
化
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
、
構
成

員
た
ち
を
無
力
な
他
者
と
し
て
対
象
化
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る（

3
）。

こ
の
よ
う
に
、
多
文
化
主
義
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
の
間
で
多
か
れ
少
な
か

れ
、
緊
張
を
持
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
文
化
主
義
は
す
で
に
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
基
盤
の
上

で
成
立
し
て
い
る
。
多
文
化
主
義
は
少
数
民
族
・
人
種
共
同
体
間
の
差
異

と
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
承
認
を
求
め
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
差

異
（difference

）
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る
背
景
に
公
民
権
運
動
が
あ
り
、

ま
た
そ
の
な
か
に
第
二
派
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
に
合

衆
国
と
西
洋
諸
国
で
展
開
し
た
公
民
権
運
動
は
反
差
別
運
動
と
し
て
、
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
区
別
さ
れ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主

張
し
、
そ
の
差
異
を
肯
定
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
数
的
な
意
味
で
な
く
、
支
配
的
規
範
に
対
抗
し
、
従
属

的
集
団
の
尊
厳
と
プ
ラ
イ
ド
を
意
味
す
る
上
の
区
別
で
あ
る
。

　

多
文
化
主
義
は
公
民
権
運
動
か
ら
直
接
に
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
差
異
に
重
点
を
置
く
こ
と
は
、
公
民
権
運
動
の
理

ー
キ
ン
の
主
張
に
対
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
反
論
が
提
起
さ
れ
た
。
第
一
に
、

文
化
を
「
家
父
長
的
で
あ
る
か
ど
う
か
」
で
区
別
す
る
の
は
、
特
定
の
文

化
を
あ
ま
り
に
も
異
質
的
に
扱
う
こ
と
で
あ
る
。
構
成
員
は
単
に
自
身
が

属
す
る
文
化
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
な
く
、
文
化
と
た
え
ず
交
渉
す
る
。

文
化
は
単
純
で
な
く
、
生
活
様
式
で
あ
り
な
が
ら
、
権
力
を
制
定
し
分
配

す
る
、
生
き
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
（H

onig 1999
:38︲49

）。
第
二

に
、
オ
ー
キ
ン
は
非
自
由
主
義
の
文
化
圏
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
て
い

る
が
、
文
化
は
常
に
意
味
や
価
値
が
発
展
し
、
変
化
す
る
。
多
く
の
ア
ジ

ア
国
家
に
自
由
主
義
的
価
値
は
、
植
民
地
化
と
脱
植
民
地
化
の
過
程
を
通

し
て
そ
れ
ほ
ど
異
質
的
で
も
な
く
、
一
般
的
で
も
な
い
が
、
だ
か
ら
こ
そ

新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
（Bhabha 
1999

:81︲84

）。

す
な
わ
ち
、
文
化
は
家
父
長
制
の
基
準
で
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
ま
た
文
化
構
成
員
と
文
化
と
の
関
係
も
一
方
的
で
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
オ
ー
キ
ン
に
対
す
る
反
論
で
は
な
い
が
、
岡
は
、
第
一
世
界

の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
、
第
三
世
界
の
女
性
が
置
か
れ
て
い
る
非
識
字
、
食

糧
不
足
、
幼
児
死
亡
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
度
外
視
し
、
性
差
別

の
み
を
引
き
だ
す
こ
と
は
傲
慢
で
あ
る
と
い
う
。「
私
た
ち
の
「
先
進
的
」

で
豊
か
な
暮
ら
し
が
「
第
三
世
界
」
に
対
す
る
構
造
的
搾
取
の
上
に
成
立

し
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
女
性
に
と
っ
て
は
、
そ
う
し
た
先
進
工
業
国
の
経

済
搾
取
に
よ
る
貧
困
化
の
問
題
も
、
性
器
手
術
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

重
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テ
ィ
テ
ィ
政
治
」、
多
文
化
主
義
政
策
が
同
時
期
に
は
じ
ま
っ
た
の
は
偶

然
で
は
な
い
。

　

西
川
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
資
本
主
義
と
国
民
国
家
が
崩
れ
は

じ
め
た
と
い
う
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
指
摘
を
引
用

し
つ
つ
、
同
時
期
に
多
文
化
主
義
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
用
語
が
合
衆

国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
っ
た
英
語
圏
地
域
か
ら
発
生
し
、

急
速
に
普
及
し
た
現
象
は
、
資
本
主
義
と
国
民
国
家
の
変
質
が
あ
ら
わ
れ

た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
も
と
よ
り
心
理
学
的
用

語
で
あ
り
、「
私
」
と
い
う
自
我
の
同
一
性
の
意
味
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
資
本
主
義
の
再
編
と
人
々
の
国
民
国
家
を
こ
え
た

移
動
と
い
う
構
造
的
要
因
に
よ
っ
て
資
本
主
義
と
国
民
国
家
の
同
一
性
原

理
が
崩
れ
て
は
じ
め
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
概
念
が
広
ま
っ
た
と
い
う
指

摘
で
あ
る
（
西
川2000

:29︲32

）。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
か
ら
は
、
こ
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」
が

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
本
質
主
義
的
に
扱
い
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
固

定
化
す
る
と
指
摘
さ
れ
よ
う
に
な
る
。
端
的
に
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
本
質
的
で
な
く
、
女
性
と
い

う
範
疇
さ
え
明
確
に
区
画
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会

的
性
別
）
と
セ
ッ
ク
ス
（
生
物
学
的
性
別
）
の
区
分
は
自
明
で
は
な
く
、

生
物
学
的
性
別
さ
え
制
度
と
言
説
に
よ
っ
て
作
り
だ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
（
バ
ト
ラ
ー1999

:45︲73

）。
こ
れ
は
、
生
物
学
的
性
別
が
決
ま

念
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
多
文
化
主
義
は
、
一
国
家

―
一
国
民

―
一

言
語
と
い
う
国
民
国
家
の
抑
圧
性
を
あ
ら
わ
し
、
少
数
民
族
・
人
種
集
団

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
帰
属
意
識
を
国
家
次
元
で
承
認
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
多
文
化
主
義
も
国
民
国
家
の
統
合
を
め
ざ
す
が
、
少

な
く
と
も
一
国
家

―
複
数
国
民

―
複
数
言
語
と
い
う
差
異
が
入
っ
た

国
民
国
家
を
め
ざ
す
。
た
と
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
ア
ボ
リ
ジ
ニ

先
住
民
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
イ
ス
ラ
ム
系
移
民
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

は
中
国
人
が
い
る
し
、
こ
う
し
た
「
多
文
化
的
」
国
民
国
家
は
市
民
権
を

新
し
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
（
ヒ
ー
タ
ー2002

:187︲193

）。

2-

2-

2
　「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」

「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
（identity 

politics

）」
は
公
民
権
運
動
以

降
に
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
作
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
正
常
性
と
非

対
称
的
関
係
に
あ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
た
と
え
ば
女
性
、
障
碍
者
、

性
的
少
数
者
、
少
数
民
族
・
人
種
集
団
を
含
む
。
そ
れ
は
単
に
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
並
列
す
る
の
で
な
く
、
当
然
視
さ
れ
る
支
配
的

規
範
と
正
常
性
を
問
題
化
す
る
。
男
性
中
心
主
義
、
健
常
者
中
心
主
義
、

異
性
愛
主
義
、
国
籍
と
公
用
語
と
第
一
言
語
が
一
致
す
る
国
民
国
家
を
問

題
化
す
る
。
冒
頭
で
一
九
七
〇
年
代
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大

が
と
も
な
い
、
資
本
と
人
々
の
移
動
に
よ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
い
う

現
象
が
起
き
た
と
述
べ
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
「
ア
イ
デ
ン
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に
付
し
、「
異
常
で
あ
る
」「
劣
っ
て
い
る
」「
遅
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た

仕
方
で
貶
め
ら
れ
て
き
た
自
分
た
ち
の
生
の
あ
り
方
を
肯
定
的
な
も
の
と

し
て
と
ら
え
返
し
…
…
と
い
う
再
解
釈
・
再
定
義
の
実
践
が
試
み
ら
れ

る
」（
同
前
、14︲15

）
過
程
で
も
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
人
種
・
民
族
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
同
様
に
論
じ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
女
性
と
い
う
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
女
性
が
私
的
領
域
に
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
な
ぜ

女
性
は
公
的
領
域
か
ら
排
除
さ
れ
る
か
、
ま
た
公
／
私
は
ど
の
よ
う
に
区

分
さ
れ
る
か
に
問
題
意
識
を
持
つ
。
人
種
・
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

は
、
公
／
私
の
区
分
よ
り
は
人
種
・
民
族
間
の
差
異
に
気
付
き
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
差
異
で
あ
る
か
に
問
題
を
提
起
す
る
。
以
下
の
公
民
権
運
動

の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
よ
う
に
、
貼
ら
れ
た
差
異
を
拒
否
し
、
自
ら
差
異
を

構
築
し
て
こ
う
と
す
る
。

　

性
的
差
異
で
あ
ろ
う
と
、
人
種
・
民
族
間
の
差
異
で
あ
ろ
う
と
、「
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」
は
社
会
に
よ
っ
て
貼
ら
れ
た
否
定
的
レ
ッ
テ
ル

を
認
識
し
、
社
会
的
存
在
と
し
て
自
己
を
再
構
成
す
る
過
程
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
認
識
の
変
換
と
い
う
過
程
が
入
っ
て
い
る
。

2-

2-
3
　
公
民
権
運
動

　

公
民
権
運
動
と
し
て
、
性
別
と
人
種
の
差
異
を
唱
え
た
第
二
派
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
と
黒
人
運
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
展
開
し
た
公
民
権
運

る
過
程
を
批
判
的
に
吟
味
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
女
性
と
い
う
範
疇
に

入
ら
な
い
存
在
を
あ
ら
わ
す
意
義
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
は
社
会
的
性
別
と
生
物
学
的
性
別
が
一
致
し
な
い
が
、
履
歴
書
や

公
文
書
の
性
別
記
入
欄
は
生
物
学
的
性
別
を
強
要
す
る
。「
男
」「
女
」
の

二
つ
に
分
離
さ
れ
た
ト
イ
レ
も
人
の
外
見
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
判
断
す
る
制

度
で
あ
る
。
ま
た
、
生
物
学
的
に
男
性
と
女
性
の
ど
ち
ら
に
も
該
当
し
な

い
イ
ン
タ
ー
セ
ッ
ク
ス
の
社
会
的
性
別
は
誰
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
決
め

る
の
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
本
質
的
で
は
な
く
、
制
度
と
言

説
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
と
い
う
反
本
質
主
義
は
、
性
別
二
分
法
と
正
常

と
異
常
の
規
範
さ
え
解
体
す
る
。
し
か
し
他
方
で
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
政
治
」
と
批
判
す
る
こ
と
は
、
支
配
的
言
説
で
も
あ
る
こ
と
を
覚
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
齋
藤2000

:16︲17

）。
す
な
わ
ち
、
そ
の
言
説
は

「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」
を
す
る
人
々
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い

う
何
ら
か
の
固
定
的
で
本
質
的
な
も
の
に
執
着
し
て
い
る
と
い
う
が
、
一

種
の
公
共
圏
と
し
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
集
ま
る
過
程
を
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」
は
、

「
人
び
と
が
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
て
き
た
問
題
を
「
共
通
の
問
題
」
と
し
て
定

義
し
て
い
く
言
説
の
プ
ロ
セ
ス
、
同
じ
よ
う
な
経
験
を
「
共
通
の
経
験
」

と
し
て
解
釈
し
て
い
く
言
説
の
プ
ロ
セ
ス
」（
同
前
、16 

）
で
あ
り
、「
自

分
た
ち
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
な
る
も
の
を
疑
問
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関
係
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
は
段
階
的
に
変
化
す
る
が
、
な

ぜ
家
父
長
制
は
変
化
し
な
い
の
か
と
問
い
、
時
代
と
場
所
を
こ
え
て
維
持

さ
れ
て
き
た
家
族
と
い
う
単
位
に
注
目
し
た
。
家
族
は
私
的
で
親
密
性
を

満
た
す
領
域
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
親
密
性
を
満
た
す
労
働
を
す
る
人
は

女
性
で
あ
り
、
性
別
分
業
は
決
し
て
価
値
中
立
的
で
は
な
い
。
ま
た
子
供

と
親
、
女
性
と
男
性
の
関
係
は
非
対
称
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
性
平
等

の
た
め
に
は
、
家
族
と
い
う
個
人
的
次
元
か
ら
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

　

他
方
、
社
会
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
同
時
期
に
こ
う
し
た
家
父
長
制
概

念
が
非
歴
史
的
で
あ
る
と
し
、
女
性
抑
圧
を
生
産
様
式
と
関
連
付
け
て
歴

史
的
に
分
析
し
よ
う
と
し
た
。
社
会
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
よ
れ
ば
、
な

ぜ
女
性
が
ケ
ア
労
働
を
す
る
か
は
家
父
長
制
よ
り
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
た
め
で
あ
り
、
家
事
労
働
と
い
う
再
生
産
労
働
も
資
本
主
義
の

生
産
様
式
に
よ
り
条
件
付
け
ら
れ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
九

六
〇
―
七
〇
年
代
の
第
二
派
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
主
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
社
会
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
性
に
注
目
し
つ
つ
、
女
性
抑

圧
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
。

　

公
民
権
運
動
の
も
う
一
つ
の
潮
流
と
し
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
運
動

が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
黒
人
女
性
た
ち
が
人
種
分
離
を
す
る

バ
ス
の
乗
車
拒
否
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
人
種
差
別
に

抗
議
す
る
動
き
が
広
ま
り
、
六
〇
年
代
に
ま
で
続
い
た
。
第
二
派
フ
ェ
ミ

動
は
、
当
然
そ
れ
以
前
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
黒
人
運
動
の
延
長
線
上
に
あ

る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
差
異
を
か
か
げ
た
こ
と

が
特
徴
と
し
て
あ
る
。
第
一
派
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
も
呼
べ
る
一
九
世
紀
の

自
由
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
公
と
私
の
分
離
に
も
と
づ
い
て
公
に
お
け

る
性
平
等
を
主
張
し
た
。
公
と
私
の
区
分
は
問
題
化
せ
ず
、
し
た
が
っ
て

生
物
学
的
性
差
は
私
的
な
こ
と
と
し
て
当
然
視
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
生

物
学
的
差
異
に
関
係
な
く
、
公
的
領
域
に
お
い
て
男
性
と
女
性
の
法
的
・

形
式
的
平
等
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
参
政
権
、
財
産
所

有
権
は
男
性
と
女
性
が
平
等
に
持
つ
権
利
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
第
二
派
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
と
り
わ
け
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
は
、「
個
人
的
な
こ
と
は
政
治
的
な
こ
と
」（T
he 

personal 
is 

political.

）
と
い
う
有
名
な
標
語
が
示
す
よ
う
に
、
公
と
私
の
区
分
が
自

明
で
な
い
と
し
、
家
族
の
よ
う
な
私
的
領
域
が
女
性
抑
圧
の
根
源
で
あ
る

と
主
張
し
た
。
法
的
・
形
式
的
平
等
は
生
物
学
的
差
異
を
私
的
な
も
の
と

し
て
み
な
し
、
女
性
を
私
的
領
域
に
従
属
さ
せ
る
表
面
的
解
決
に
す
ぎ
な

い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
生
物
学
的
差
異
が
女
性
と
男
性
の
権

力
の
差
異
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
す
る
試
み
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ラ

デ
ィ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
男
性
優
越
主
義
、
つ
ま
り
家
父
長
制
は
自

然
的
・
生
物
学
的
な
も
の
で
な
く
、
制
度
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
支
え
る
も

の
で
あ
る
と
し
、
家
父
長
制
を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
性

的
差
異
は
生
物
学
的
差
異
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て
権
力
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し
て
自
己
が
社
会
と
の
相
互
作
用
を
通
し
て
構
築
さ
れ
る
。
一
九
六
〇
―

七
〇
年
代
に
は
公
民
権
運
動
を
通
し
て
性
別
と
人
種
の
差
異
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
肯
定
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。
多
文
化
主
義
は
こ

う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
承
認
す
る
政
治
的
目
標
で
あ
り
、「
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」
で
構
成
さ
れ
る
。

3
　「
下
位
の
対
抗
的
な
公
共
圏
」

3-

1
　
多
文
化
主
義
の
限
界

　

本
章
で
は
、
多
文
化
主
義
が
生
ま
れ
た
理
論
的
・
歴
史
的
背
景
を
一
定

評
価
し
た
上
で
多
文
化
主
義
と
異
な
る
理
論
的
想
像
を
し
た
い
。
多
文
化

主
義
は
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
国
民
国
家
と
自
由
主
義
の
限
り

で
統
合
す
る
政
治
的
目
標
（
キ
ム
リ
ッ
カ1998

）
で
あ
る
。
ま
た
、
自

由
主
義
社
会
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
種
の
差
異
を
完
全
に
包
摂
す
る

こ
と
も
排
除
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
「
寛
容
」

に
も
と
づ
き
、
一
時
的
に
差
異
を
封
印
す
る
政
治
的
戦
略
で
も
あ
る
（
ブ

ラ
ウ
ン2010

）。
そ
の
他
、
多
文
化
主
義
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
承
認

を
求
め
る
た
め
、
経
済
的
不
平
等
を
等
閑
視
し
が
ち
で
あ
る
と
い
う
点
を

あ
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
ナ
ン
シ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
は
、
不
正
義
を
物
質

的
次
元
と
文
化
的
次
元
に
分
け
、
配
分
と
い
う
経
済
的
平
等
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
承
認
の
両
方
を
含
め
る
こ
と
が
正
義
で
あ
る
と
い
う
（
フ
レ

ニ
ズ
ム
の
標
語
が
個
人
的
な
こ
と
の
政
治
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

黒
人
運
動
の
標
語
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
（black 

pow
er

）
を
強
調
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
（Black is beautiful.

）。
マ
ー
チ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・

キ
ン
グ
牧
師
と
マ
ル
コ
ム
・
Ｘ
は
、
具
体
的
な
運
動
戦
略
の
面
で
は
意
見

の
相
違
点
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
相
互
補
完
す
る
関
係
に
も
あ
っ
た
（
チ

ェ2009
:84︲86

）。
人
種
分
離
の
不
当
性
に
抗
議
し
、
黒
人
固
有
の
尊
厳

と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
か
か
げ
た
点
で
は
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期

の
人
物
と
し
て
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
、
黒
人
女
性
が
経
験
す
る

暴
力
を
ア
メ
リ
カ
の
奴
隷
制
度
の
歴
史
に
関
連
し
て
と
ら
え
た
。『
ブ
ル

ー
ス
の
遺
産
と
黒
人
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』（1999
）
は
黒
人
女
性
が
受
け
た

暴
力
が
ブ
ル
ー
ス
音
楽
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
か
を
考
察
し

た
著
作
で
あ
る（

4
）。
第
三
世
界
の
女
性
た
ち
が
性
差
別
、
貧
困
、
非
識
字

と
い
っ
た
問
題
を
重
層
的
に
抱
い
て
い
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
の
一
人
と
し
て
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
問
題
化
す
る
性
差

別
、
人
種
差
別
、
警
察
暴
力
も
、
有
色
人
種
の
女
性
た
ち
が
抱
い
て
い
る

問
題
が
重
層
的
に
絡
ん
で
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

2-

3
　
小
括

　

本
章
で
は
、
多
文
化
主
義
が
生
ま
れ
た
理
論
的
・
歴
史
的
背
景
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
コ
ミ

ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
社
会
的
人
間
と
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そ
の
人
間
は
、
言
い
（
言
語
学
）、
労
働
し
（
経
済
学
）、
生
き
て
い
る

（
生
物
学
）
人
間
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
半
ば
に
あ
ら
わ
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
人
間
と
同
時
に
存
在
す
る
他
者
の
具
体
的

で
現
在
的
な
姿
で
は
な
か
ろ
う
か
。

3-

2
　「
下
位
の
対
抗
的
な
公
共
圏
」

　

本
節
で
は
、
人
種
・
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
具
体
的
現

象
を
分
析
し
た
二
つ
の
論
文
を
手
が
か
り
に
、
多
文
化
主
義
と
異
な
る
理

論
的
想
像
を
す
る
。
二
つ
の
論
文
は
、
フ
レ
イ
ザ
ー
の
「
下
位
の
対
抗
的

な
公
共
圏
」
概
念
を
借
り
て
、
そ
れ
ぞ
れ
在
日
朝
鮮
人
、
定
住
外
国
人
と

先
住
民
の
言
語
権
を
論
じ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
多
文
化
主
義
は

一
国
家

―
一
国
民

―
一
言
語
と
い
う
国
民
国
家
を
、
一
国
家

―
複

数
国
民

―
複
数
言
語
に
緩
や
か
に
変
え
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
二
つ

の
論
文
は
単
に
複
数
性
を
導
入
す
る
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
力
の
競
合
を
導

入
す
る
こ
と
で
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
再
定
立
し
、
新
た
な
共
通
世
界
を
創
造
し
う
る
こ
と
を
示
唆
す

る
。

　

第
一
に
、
徐
阿
貴
が
研
究
し
た
東
大
阪
市
の
夜
間
中
学
独
立
運
動
を
取

り
あ
げ
よ
う
（
徐2012

）。
東
大
阪
市
で
は
、
在
日
朝
鮮
人
一
世
と
二
世

の
女
性
た
ち
が
分
教
室
を
正
式
の
夜
間
中
学
校
と
し
て
独
立
校
化
す
る
た

め
に
、
一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
八
年
間
東
大
阪
市
教
育
委
員

イ
ザ
ー2012

）。
フ
レ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
物
質
的
次
元
と
文
化
的
次
元

は
分
析
的
次
元
で
区
別
し
た
だ
け
で
、
ど
ち
ら
か
が
優
先
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
正
義
に
お
い
て
配
分
と
承
認
は
分
離
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

配
分
と
承
認
の
問
題
は
重
層
的
に
絡
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
同
一
労
働
同

一
賃
金
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
女
性
は
貧
困
で
あ
り
、
従
属
的
地

位
に
な
る
。
従
属
的
地
位
に
い
る
た
め
、
結
婚
が
義
務
付
け
ら
れ
、
男
性

に
経
済
的
に
依
存
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
人
種
・
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は

教
育
を
受
け
る
機
会
が
制
限
的
で
あ
る
た
め
、
就
職
機
会
も
制
限
的
に
な

り
、
し
た
が
っ
て
経
済
的
困
難
を
抱
え
か
ね
な
い
。

　

し
か
し
、
社
会
的
人
間
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
承
認
に
注
目

す
る
多
文
化
主
義
の
前
提
は
、
よ
り
多
く
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
不
平
等
を

理
解
す
る
道
を
開
い
て
き
た
。
正
常
と
異
常
の
規
範
を
問
題
化
し
、
私
的

領
域
の
不
平
等
の
み
な
ら
ず
公
と
私
の
境
界
自
体
を
問
題
化
し
た
。
ま
た
、

「
他
者
」
を
よ
り
繊
細
で
具
体
的
に
際
立
た
せ
、「
近
代
」
を
問
い
な
お
し

た
。
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
に
よ
れ
ば
一
九
世
紀
の
哲
学
者
た
ち
は
、
神

で
な
く
「
人
間
」
に
つ
い
て
思
考
し
つ
つ
、
人
間
を
条
件
付
け
る
他
者
に

つ
い
て
も
思
考
し
た
（
フ
ー
コ
ー1974

:269︲364

）。
人
間
は
他
者
の
上

で
成
立
し
、
他
者
は
、
い
つ
か
は
人
間
と
同
一
に
な
る
。
マ
ル
ク
ス
な
ら

疎
外
さ
れ
た
人
間
が
、
フ
ロ
イ
ト
な
ら
無
意
識
が
他
者
で
あ
り
、
人
間
と

他
者
は
同
時
に
誕
生
し
た
。
フ
ー
コ
ー
は
こ
う
し
た
哲
学
を
「
人
間
学
」

と
呼
び
、
一
九
世
紀
近
代
に
は
人
間
が
知
識
の
対
象
に
な
っ
た
と
い
う
。
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の
公
共
圏
」
を
独
占
し
な
い
よ
う
に
し
、
そ
れ
と
競
合
す
る
「
下
位
の
対

抗
的
な
公
共
圏
」
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
少
数
言
語

の
言
語
権
は
、
言
語
使
用
を
私
的
問
題
で
な
く
公
的
問
題
と
し
て
み
な
し
、

民
族
語
を
私
的
領
域
だ
け
で
な
く
公
的
領
域
で
も
使
う
権
利
を
指
す
。
後

者
は
継
承
語
を
使
用
す
る
「
下
位
の
対
抗
的
な
公
共
圏
」
を
、
前
者
は
公

用
語
教
育
を
受
け
る
「
下
位
の
対
抗
的
な
公
共
圏
」
を
論
じ
る
点
が
異
な

る
が
、
同
様
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」
の

空
間
を
対
抗
的
な
公
共
圏
と
し
て
と
ら
え
る
点
に
注
目
し
た
い
。「
下
位

の
対
抗
的
な
公
共
圏
」
は
、
支
配
的
公
共
圏
か
ら
与
え
ら
れ
た
、
レ
ト
リ

ッ
ク
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
支
配
的

公
共
圏
と
競
合
し
つ
つ
、
自
ら
を
公
的
領
域
に
あ
ら
わ
す
。「
下
位
の
対

抗
的
な
公
共
圏
」
と
し
て
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」
は
、
与
え
ら

れ
た
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
変
え
る
と
と
も
に
、「
下
位
の
対
抗

的
な
公
共
圏
」
と
支
配
的
公
共
圏
の
競
合
の
産
物
と
し
て
の
新
し
い
「
共

通
世
界
」
を
創
造
す
る
。
新
し
い
共
通
世
界
と
は
、
徐
阿
貴
の
論
文
で
あ

れ
ば
、
在
日
朝
鮮
人
女
性
が
望
む
教
育
を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
世

界
で
あ
り
、
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
の
論
文
で
あ
れ
ば
、
少
数
言
語
を
私
的
領
域

と
公
的
領
域
を
行
き
来
し
な
が
ら
自
由
に
使
え
る
世
界
で
あ
ろ
う
。

「
共
通
世
界
」
は
、
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
概
念
と
し
て
、
人
々
が
と

も
に
発
言
し
、
行
為
す
る
こ
と
で
自
ら
を
あ
ら
わ
す
世
界
で
あ
り
、
と
も

に
発
言
し
、
行
為
す
る
な
か
で
人
々
の
間
に
生
じ
る
。
そ
こ
で
は
私
が

会
に
抗
議
し
、
教
育
闘
争
を
し
た
。
夜
間
中
学
校
で
日
本
語
を
学
ぶ
た
め

に
集
ま
っ
た
在
日
朝
鮮
人
女
性
た
ち
を
、
教
育
委
員
会
が
強
制
的
に
分
教

室
に
移
動
さ
せ
た
決
定
に
対
し
て
抵
抗
し
た
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

闘
争
空
間
は
世
代
を
こ
え
た
女
性
た
ち
が
連
帯
す
る
場
所
に
な
り
、
在
日

朝
鮮
人
女
性
た
ち
が
日
本
社
会
の
公
的
領
域
に
自
ら
を
運
動
主
体
と
し
て

あ
ら
わ
す
場
所
で
も
あ
っ
た
。
日
本
語
非
識
字
の
問
題
と
対
面
し
つ
つ
、

主
流
社
会
に
対
抗
し
た
こ
の
闘
争
空
間
を
、
著
者
は
一
つ
の
「
下
位
の
対

抗
的
な
公
共
圏
」
と
し
て
と
ら
え
る
。
こ
の
公
共
圏
は
、
民
族
差
別
と
性

差
別
を
経
験
し
た
高
齢
者
女
性
た
ち
が
社
会
運
動
を
通
し
て
自
ら
を
肯
定

的
に
と
ら
え
、
日
本
社
会
の
構
成
員
と
し
て
教
育
権
を
要
求
し
た
。
言
語

権
を
、
継
承
語
教
育
を
受
け
る
権
利
と
住
ん
で
い
る
地
域
の
言
語
を
習

得
・
識
字
す
る
権
利
と
し
て
分
け
る
な
ら
（
木
村2006

:13
）、
こ
れ
は

言
語
権
を
要
求
し
た
運
動
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
公
共
圏

は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
固
定
す
る
よ
り
は
、
教
育
政
策
に
介
入
す
る

変
革
主
体
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
定
立
し
、
主
流
社
会
と
の
関

係
を
変
え
て
い
く
場
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政

治
」
の
空
間
は
、
ゲ
ッ
ト
ー
で
は
な
く
、
支
配
的
公
共
圏
と
競
合
す
る

「
下
位
の
対
抗
的
な
公
共
圏
」
な
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
の
言
語
権
に
関
す
る
論
文
で
あ
る
（
イ

2000

）。
著
者
は
、
定
住
外
国
人
と
先
住
民
が
民
族
語
教
育
を
受
け
、
民

族
語
を
使
う
権
利
で
あ
る
言
語
権
を
保
障
す
る
こ
と
で
日
本
語
が
「
公
式
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4
　
お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
多
文
化
主
義
が
生
ま
れ
た
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
、
多
文
化

主
義
と
異
な
る
政
治
的
想
像
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
多
文
化
主
義
の
背
景

に
は
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
そ
れ
を
肯
定
す
る

「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」
が
あ
る
。
し
か
し
現
在
の
多
文
化
主
義
は

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
破
片
化
し
、
差
異
を
「
解
決
す
べ
き
問
題
」（
糟

谷2016
:34

）
と
し
て
み
な
す
。「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」
は
、
力

の
競
合
を
通
し
て
新
し
い
世
界
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

人
々
に
見
ら
れ
、
聞
か
れ
る
し
、
ま
た
他
者
が
私
に
見
え
、
聞
く
こ
と
が

で
き
る
。「
物
の
周
り
に
集
ま
っ
た
人
々
が
、
自
分
た
ち
は
同
一
の
も
の

を
ま
っ
た
く
多
様
に
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
場
合
に
の
み
、

世
界
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
真
実
に
、
そ
し
て
不
安
気
な
く
、
現
わ
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
」（
ア
ー
レ
ン
ト1994

:86

）。
多
文
化
主
義
は
、
人

種
・
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
を
、
複
数
性
の
レ
ト
リ
ッ
ク

と
し
て
み
な
す
こ
と
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
世
界

を
見
て
い
る
「
異
な
っ
た
場
所
」（
同
前
、85 

）
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
異
な
っ
た
場
所
」
か
ら
新
た
な
「
共
通
世
界
」
を
創
造
す
る
こ
と
が

「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
政
治
」
の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
上
に
あ
げ
た

二
つ
の
論
文
が
示
唆
す
る
通
り
、
支
配
的
公
共
圏
と
対
抗
的
な
公
共
圏
の

競
合
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
可
能
に
な
る
。

（
1
）
国
際
基
督
教
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
学
研
究
者
で
あ
る

李
杏
理
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
歴
史
性
と
帝
国
主
義
と
植
民
地
主
義
の

現
在
性
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

（
2
）
一
九
六
〇
年
代
に
カ
ナ
ダ
で
は
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
使
用
を
認
め
る
二

言
語
二
文
化
政
策
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
九
六
九
年
に
は
英
語
と
フ
ラ
ン
ス

語
を
公
用
語
と
す
る
公
用
語
法
が
制
定
さ
れ
た
。
一
九
七
一
年
に
は
連
邦

政
府
次
元
で
多
文
化
主
義
政
策
を
採
択
し
た
。
日
本
カ
ナ
ダ
学
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://jacs.jp/dictionary/dictionary-ka/09/19/596/

）

二
〇
一
七
年
五
月
二
五
日
に
接
続
。

（
3
）
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
事

註
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業
は
そ
の
よ
い
事
例
で
あ
る
。
女
性
の
能
力
強
化
（em

pow
erm

ent

）

と
い
う
名
の
も
と
で
、
少
額
融
資
を
通
し
て
女
性
を
合
理
的
な
企
業
家
と

育
成
す
る
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
目
標
は
失
敗
し
た
。
負
債
を
抱
く
よ
う
に
な

り
、
女
性
の
貧
困
は
少
額
融
資
で
よ
り
深
刻
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は

家
父
長
制
、
羞
恥
の
文
化
、
援
助
国
家
の
政
治
へ
の
介
入
と
い
っ
た
要
素

が
絡
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
構
造
的
貧
困
の
上
で
女
性
の
経
済
的
自
立
の

み
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。Lam

ia 
K

arim

の
研
究

（2011

）
を
参
照
。

（
4
）
現
在
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
「
批
判
的
市
民
抵
抗
連
合
」

（Critical Resistance

）
を
設
立
し
、
監
獄
廃
止
運
動
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
犯
罪
者
の
取
り
締
ま
り
と
投
獄
率
に
お
い
て
有
色
人
種
が
多
数
を
占

め
る
事
実
を
人
種
差
別
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
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